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 空間デザインは、大は都市の街づくり構想から専門用途の施設、住宅、そして

小は日常の生活用品、家具、さらには情報機器類までの形や構造、意匠、色彩か

ら機能性までを含む大きな広がりを持っている。災害からの復興をめざすまちづ

くりでも、安全と快適さ、その土地が歴史的に持つ文化性をどうバランスさせる

かという、トータルデザインが問われている。加えて、現在、デジタル化の影響

がこうした空間デザインの各レベルに及んでいる。リモート化が大きく進み、郊

外や地方にオフィスを持ったり、働きながら休暇をとる、いわゆるワーケーショ

ンも登場して、働き方が大きく変わった。一部の若者は少ないモノしか所有しな

い生活（ミニマリズム）を選んでいる。 

 使用者が親しめ、使いやすいことが重要だとの認識が高まるにつれ、設計する

建築家やデザイナー、技術者は人間科学の深い知識、洞察を求められるようにな

ってきた。心理学・脳科学・行動学などの人間科学と工学を融合し、自然災害が

頻発する災害列島ゆえの安全な暮らしにも目を配りながら、次世代の「空間」を

構想し、人と人とをつないで、地域を作っていく動向がある。 

立地場所の自然や歴史を参照し、新しい技術と伝統の技や素材（木材）を融合す

る建築、想定された機能だけではなく、使用者が柔軟に使い方を発見する「空間

デザイン」が各地で実現している。 

そうした空間デザインは、日本がもともと得意とするところではなかったか。

例えば京都などの社寺の日本庭園である。多種類の植物と岩石、砂などが調和し、

しかも眺望できる部屋とも一体感を感じさせる。今日の公園や植物園の植物も、

断絶を感じさせることなく、自然に変化する流れになっているのが普通だ。日本

の技術者は人間科学的な感受性を伝統として受け継いできているように思われる。 

 「空間デザイン」とは、新しい「空間」を構想すること（都市計画）、作ること

（建築）、そして、そこを日々改変しながら住み続けること（生活）である。こう

した活動を実践し、あるいは研究している多領域からの応募を期待する。 


